
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】令和６年度申請用

大学等名

プログラム名

① 教育プログラムの修了要件

② 対象となる学部・学科名称

③ 修了要件

必要最低科目数・単位数 4 科目 4 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

保健情報演習 1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

保健情報演習 1 ○ ○

1 ○ ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

1 ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○

1 ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

1 ○ ○ ○

修了要件は、１年次に開講する情報リテラシーと保健情報演習、２年次に開講する保健統計、３年次に開講する疫学Ⅰの単位を修得
することとする。いずれも必修科目でありこれら４科目の単位を修得することが卒業要件としても求められている。

令和５年度以前より、履修することが必須のプログラムとして実施

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自らの生活と密
接に結びついている」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

様式１

日本赤十字豊田看護大学

看護のデータサイエンス

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科によって、修了要件は相違しない

保健統計

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用なツールに
なり得るもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

保健統計

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフラ、公共、ヘ
ルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

疫学Ⅰ		

情報リテラシー

保健情報演習

保健統計

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩等、データ
を守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

情報リテラシー
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単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

1 ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」といった数
理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

情報リテラシー

保健情報演習

授業科目 選択項目 授業科目

保健統計

選択項目

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

・データ可視化：グラフの作成：「情報リテラシー　第７回」
・AI（自然言語処理人工知能）のできることとできないこと：「情報リテラシー　第２回」

・データの取得・加工：「保健統計　第２回」
・データの加工、データ解析と推論、問題解決に向けた提案：「保健情報演習」
・公共、ヘルスケアにおけるデータ活用事例：「保健統計」「疫学Ⅰ」

（１）現在進行中の社
会変化（第４次産業革
命、Society 5.0、デー
タ駆動型社会等）に深
く寄与しているもので
あり、それが自らの生
活と密接に結びついて
いる

・多くの情報が取集され、それらのデータに基づいて判断や方針決定がなされる社会：「保健統計　第１回」
・統計の有用性と意思決定における応用：「保健情報演習 第１回」

・AI等を活用した新しいビジネスモデル：「保健統計 第１回、第２回」「保健情報演習　第１回」

（２）「社会で活用され
ているデータ」や「デー
タの活用領域」は非常
に広範囲であって、日
常生活や社会の課題
を解決する有用なツー
ルになり得るもの

・調査データ、実験データ、人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータなど：「保健統計　第１回、第２回」
・データのオープン化：「保健統計　第１回、第２回」

・研究開発、医療、看護への統計学の応用：「保健情報演習」「保健統計　第１回、第２回」
・データや統計の仮説検定、知識発見、原因究明、判断支援への応用：「保健情報演習」「保健統計　第１回、第２回」		
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3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

【参考】

⑫ 生成AIに関連する授業内容　※該当がある場合に記載

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、
データ倫理、ＡＩ社会原
則等）を考慮し、情報
セキュリティや情報漏
洩等、データを守る上
での留意事項への理
解をする

・情報発信の安全性：「情報リテラシー　第２回」
・情報ネットワーク、データ活用における負の事例紹介：「情報リテラシー　第１回、第２回」
・データ倫理：データのねつ造、改ざん、盗用、プライバシー保護：「情報リテラシー第１回」

・情報セキュリティ：機密性、完全性、可用性：「情報リテラシー　第１回、第２回」
・パスワード、悪意ある情報搾取：「情報リテラシー　第１回、第２回」

※本項目は各大学の実践例を参考に伺うものであり、認定要件とはなりません。

講義内容

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

・データの種類（量的変数・質的変数）：「保健情報演習　第２回」
・データの分布（ヒストグラム）と代表値（平均値・中央値・最頻値）：「保健情報演習　第５回」
・代表値の性質の違い：「保健情報演習　第４回」
・データのばらつき（分散、標準偏差、偏差値）：「保健情報演習　第５回」
・相関と因果：「保健情報演習　第６回」
・母集団と標本抽出（国勢調査、アンケート調査、全数調査、単純無作為抽出、層別抽出、多段抽出）：「保健情報演習　第２回」「保健統計　第２
回」
・クロス集計表、分割表：「保健情報演習　第３回、第９回」

・データ表現（棒グラフ、散布図）：「情報リテラシー　第６回、第７回」
・データの図表表現：「情報リテラシー　第６回、第７回」
・データの比較（条件をそろえた場合・年齢値調整）：「保健統計　第２回」

・データの集計（和、平均）：「保健情報演習　第２回、第５回」
・データ解析ツール（スプレッドシート、SPSS）：「情報リテラシー　第５回-第８回」「保健情報演習」

1.安全な情報管理について理解できる。
2.社会で収集されている、特に保健医療分野の情報について説明できる。
3.データの社会、特に保健医療分野における実態と利用の現状を理解できる。
4.保健医療分野で用いられる統計データの読解ができる。
5.エクセルで基本的な計算やグラフ作成による可視化ができる。
6.SPSSを用いた記述統計、基本的な推測統計分析を行うことができる。
7.SPSSによる記述統計、基本的な推測統計の出力を解釈し文章化できる。

教育プログラムを構成する科目に、「数理・データサイエンス・ＡＩ（リテラシーレベル）モデルカリキュラム改訂版」（2024年2月　数理・データサイエン
ス教育強化拠点コンソーシアム）において追加された生成AIに関連するスキルセットの内容を含む授業（授業内で活用事例などを取り上げる、実際
に使用してみるなど）がある場合に、どの科目でどのような授業をどのように実施しているかを記載してください。
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様式２

①プログラム開設年度 年度

②大学等全体の男女別学生数 男性 47 人 女性 483 人 （ 合計 530 人 ）

③履修者・修了者の実績

履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数 履修者数 修了者数

看護学部 530 120 480 132 138 138 118 270 56%

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

0 #DIV/0!

合　計 530 120 480 132 138 138 118 0 0 0 0 0 0 0 0 270 56%

日本赤十字豊田看護大学

プログラムの履修者数等の実績について

令和4

学部・学科名称 学生数
入学
定員

収容
定員

令和5年度 令和4年度 令和3年度 令和2年度 令和元年度 平成30年度 履修者数
合計 履修率
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大学等名

① 全学の教員数 51 人 （非常勤） 57 人

② プログラムの授業を教えている教員数 2 人

③ プログラムの運営責任者

（責任者名） （役職名）

④ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

（責任者名） （役職名）

⑤ プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

⑥ 体制の目的

⑦ 具体的な構成員

日本赤十字豊田看護大学

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

(常勤）

森田　一三 教授

教育の質保証委員会

学長 百瀬　由美子

日本赤十字豊田看護大学　教育の質保証委員会規程

本学の教育の質を保証していくため、全学的な教学マネジメント及び内部質保証の確立に向け
て、次に掲げる事項を検討する。
（１）人材育成目標及び教育プログラム編成の基本的事項に関すること
（２）教職員の資質・能力の向上と開発の基本的事項に関すること
（３）中長期計画及び年度計画、自己点検・評価に関すること
（４）カリキュラム検討及び改正に関すること
（５）職業実践力育成プログラム検討に関すること
（６）教育改善に関すること
（７）その他全学的な教学マネジメント及び内部質保証に関すること

学長　鎌倉　やよい
学部長兼学務部長　山田　聡子
研究科長兼自己点検評価委員会委員長　百瀬　由美子
事務局長　小林　寿
学術情報センター・図書館長　下間　正隆
教務委員会委員長　小林　尚司
大学院教務・学生委員会委員長兼ＦＤ・ＳＤ委員会委員長　長谷川　喜代美
総務課長　恒川　美智子
学務課長　加藤　信子
参事　ロベル　智子
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⑧ 履修者数・履修率の向上に向けた計画 ※様式１の「履修必須の有無」で「計画がある」としている場合は詳細について記載すること

令和５年度実績 令和６年度予定 令和７年度予定 100%

令和８年度予定 令和９年度予定 収容定員（名） 480

⑨ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑩ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

100% 100%

具体的な計画

本プログラムを構成する情報リテラシー、保健情報演習、保健統計、疫学Ⅰは全て必修科目か
ら構成されており、全学生が履修する計画となっている。

本プログラムを構成する情報リテラシー、保健情報演習、保健統計、疫学Ⅰは全て必修科目で
あり、全学生が受講可能となる時間割としている。

本プログラムを構成する情報リテラシー、保健情報演習、保健統計、疫学Ⅰは全て必修科目の
ため全員が履修する。

56% 78%
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⑪ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑫

本プログラムを構成する情報リテラシー、保健情報演習、保健統計、疫学Ⅰは全て必修科目の
ため全員が履修する。また、PCの操作など学生の修得状況に差がおきやすい内容について
は、詳細な資料を作成し、また動画で確認できる様にしている。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

教員はオフィスアワーを設定し、授業時間外でも学修指導、質問に対応している。また、PCの
操作、情報セキュリティ等について随時相談、質問を受け付けることのできる教員を配置し対応
している。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

大学等名 日本赤十字豊田看護大学

① プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名） 学長 （役職名） 百瀬　由美子

② 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

本プログラムを構成する情報リテラシー、保健情報演習、保健統計、疫学Ⅰは全て必修科目のため今後も必修科目と
することで高い履修率を保てるようにする。

学修成果

授業評価項目「総合的に見て、本科目の到達目標を達成できた」の評価が4.3から4.8（最大5）であり一定の学習成果を
達成している。
特に保健情報演習はSPSSを用いて推測統計を行う難度の高い演習課題を課しているが、同評価項目の評価が4.7
（最大5）であり、十分な成果があがっていることが確認できた。本教科の「使用された教材は知識・技術を身に着ける
のに役に立った」の評価が4.9（最大5）と極めて高く、これまでアップデートを重ねた資料や独自開発した「文章改善支
援システムfor 保健情報演習」を提供し、学生が課題として作成した文章の評価を学生自ら行い、より習熟度を高める
ことを可能としている環境が有効に働いたものと思われる。

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

授業評価において「総合的に見て、本科目の到達目標を達成できた」の評価が4.3から4.8（最大5）であり多くの学生が
学習成果を実感していた。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

授業評価において「総合的に見て、本科目の到達目標を達成できた」の評価が4.3から4.8であり、「卒業時に期待され
る能力の獲得に一歩近づいた」の評価も4.4から4.7と高く、他学生への推奨度も高いことがうかがえる。

自己点検・評価について

教育の質保証委員会

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

令和5年度において情報リテラシーは132名が履修し132名全員が単位を取得している。保健情報演習は138名が履修
し137名が単位を取得している。保健統計は138名が履修し137名が単位を取得している。１名は退学のため未修得と
なった。疫学Ⅰは138名が履修し138名全員が単位を取得している。



数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

学外からの視点

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

保健統計および疫学Ⅰでは仮説実験授業の理論を応用した授業運営を行い、独自開発した意見共有システムを用い
てリアルタイム参加型の講義を行っている。他の学生の意見を参考に考える仕組みを提供することで、学生同士が刺
激しあいながら学ぶ環境を提供し学習意欲を高めている。
　保健情報演習では統計手法を作ったピアソン、フィッシャー、ゴセットなどについて紹介をしている。現在も残る、これ
らの人々の暮らした家や研究にかかわった場所など教員が独自に所有する写真を多用し、これらの人々が様々な目
的をもってデータ分析の方法を考案したことや、人々の交流の歴史について紹介し、統計学に興味を持てる工夫をして
いる。

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

※社会の変化や生成AI等の
技術の発展を踏まえて教育
内容を継続的に見直すなど、
より教育効果の高まる授業内
容・方法とするための取組や
仕組みについても該当があ
れば記載

保健情報演習では実際の健康データを加工したものを用いることで、看護学の専門性を踏まえた学習内容としている。
 保健医療分野で広く用いられている統計ソフトSPSSを学年全員が同時に使用できる設備を擁し、卒業後、看護師、保
健師としての専門性を発揮することを可能とする学修環境をそろえ、授業の内容・水準の維持、向上をはかっている。

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

本プログラムを受講し、修了した者の多くは看護師や保健師として勤務している。本プログラムで学んだことが看護師
や保健師の業務の中で行われる科学的、論理的な思考の一部となっていることを期待する。

卒後5年以内の卒業生を対象とした卒業生調査を実施しており、本教育プログラムを修了した卒業生の進路先や活躍
状況の把握が可能である。また主な就職施設に対して本学の大学教育の成果に関する調査を実施しており、本教育プ
ログラムを修了した卒業生における採用状況や就職先評価の把握が可能である。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

主な就職先は医療機関であり、就職先調査において本プログラムの効果に関わる具体的な意見は得られにくい。しか
し、看護師や保健師として業務に邁進する様が伝えられ、その活躍のほんの一部でも本プログラムで学んだことが支
えになっていることを期待する。

本学の取り組みに対する助言や提言を外部有識者より受けることを目的として定期的に開催している参与会におい
て、本プログラムの内容及び社会で必要とされるデータサイエンスリテラシーに関する意見を収集し、本プログラムの
改善に活用する予定である。



取組概要

大学等名 日本赤十字豊田看護大学

教育プログラム名 看護のデータサイエンス

申請レベル リテラシーレベル

申請年度 令和6年度

数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度 申請用

プログラムの目的

•データサイエンスに関する基礎的な知識・技術の習得に加え、保健統計資料や疫学情報の読解など、臨床看

護師として、看護科学者として、あるいは企業や行政での保健衛生の専門家として看護・保健の領域で活用

できるリテラシーを身に着ける。

プログラムで身に付けられる能力

•1.安全な情報管理について理解できる。

•2.社会で収集されている、特に保健医療分野の情報について説明できる。

•3.データの社会、特に保健医療分野における実態と利用の現状を理解できる。

•4.保健医療分野で用いられる統計データの読解ができる。

•5.エクセルで基本的な計算やグラフ作成による可視化ができる。

•6.SPSSを用いた記述統計、基本的な推測統計分析を行うことができる。

•7.SPSSによる記述統計、基本的な推測統計の出力を解釈し文章化できる。

プログラムの科目構成

•1年次前期開講科目「情報リテラシー」、1年次後期開講科目「保健情報演習」、2年次前期開講科目「保健

統計」、3年次前期開講科目「疫学Ⅰ」の計４つの必修科目によって構成している。

プログラムの修了要件

•プログラムを構成する全４科目の単位を修得すること。

プログラム構成科目の授業方法・内容・実施体制

•プログラムを構成する科目は専門基礎領域所属の専任教員2名が担当している。

•授業は講義と演習を効果的に組み合わせて実施し、PCの操作など学生の修得状況に差がおきやすい内容につ

いては、詳細な資料を作成し、また動画で確認できるように、全学生が修得できるように工夫している。
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